
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 気持ちの変化を読み、考えたことを話合おう （１２時間） 

  教材名 「ごんぎつね」（光村図書  4 年下） 

 

２ 単元の目標 

知識及び技能 
・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにす

ることができる。(知（１）オ)               

思考力、判断力、表現力等 

◎文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方な

どに違いがあることに気付くことができる。(思Ｃ(1) カ)              

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想像することができる。(思Ｃ(1) エ) 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもっている。 

(思Ｃ(1) オ)    

学びに向かう力、人間性等 ・言葉のもつよさに気付くとともに、思いや考えを伝え合おうとする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 
・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにし

ている。(知（１）オ) 

思考・判断・表現 

・「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、

場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。(思Ｃ(1) エ) 

・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもっている。(思Ｃ(1) オ)  

・「読むこと」において、文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気付いている。 

(思Ｃ(1) カ)  

主体的に学習に取り組む

態度 

・進んで登場人物の気持ちの変化を想像し、学習課題に沿って、感じた

ことを文章にまとめようとしている。 

 

 

 

わくわく・どきどき・チャレンジ蔵前 Next stageへ 
～協働×問い＝深い学び～ 

目指す児童像：相手の話を聞いたり、友達との考えを比較したりし、学び合う子 

 

令和５年１０月１１日（水） 

   

 

第４学年国語科学習指導案 

 



４ 児童の実態 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元について 

この教材は，兵十とひとりぼっちの小ぎつねのごんの物語である。最後の場面は、 兵十に撃たれてし

まうが、自分の気持ちが伝わったと思って死んでいくごんと、初めてごんの行いに気付く兵十の思いが

描かれるこの物語のクライマックスとなっている。４年生の子供にとって、さみしい小ぎつねであるご

んに自分を重ねて心情を想像しながら読むことができる作品である。「孤独」という共通点をもちなが

ら、最後の場面まで心を通い合わせることができないごんと兵十との関係に引き込まれながら読み進め

ることが予想される。また，美しい情景描写と登場人物の心情を重ねて読むことにより、豊かに想像を

膨らませることができ、登場人物の心情を想像して読むというねらいにふさわしい教材であると思われ

る。 

 

６ 研究主題に迫るための手立て 

  「協働×問い＝深い学び」を実現させるための工夫 

    手立て① ４つの問いの工夫 

・児童の疑問と学習計画を確認し、学習の見通しをもてるようにする。  （「理解の問い」） 

・考えを交流する時には、共通点や相違点に目を向けさせ、友達との感じ方に違いがあること

に気付けるようにする。                      （「関連の問い」） 

・第９時以降では、第８時までに学んだことを生かし、物語や登場人物についての考えを深め

て話合うことができるようにする。                 （「方略の問い」） 

・学習計画表を活用し、視点を示して学んだことの振り返りを書けるようにする。 

 （「振り返りの問い」） 

 

    手立て② 自分の考え方のもたせ方の工夫 

     ・気持ちを問う発問をする場合は、困っている児童に気持ちを表す言葉のヒントカードを提

示して、そこから自分の考えと似ている言葉を選べるようにする。 

・登場人物の行動や気持ちが分かる文に色分けしてサイドラインを引き、叙述を基に登場人

物の気持ちが想像できるようにする。 

・第３時から第７時の振り返りで「ごん日記」を書くことで、ごんと自分を重ねて心情を想

像できるようにして、自分の考えをもたせやすくする。 

 

 

略 



 

    手立て③ 協働の工夫 

     ・個人で考えた後、グループで考えを交流し全体で共有することで、様々な考えに触れ、一

人一人の感じ方などに違いがあることに気付けるようにする。 

・考えを交流する時には、共通点と相違点を話合うようにさせ、交流の目的意識がもてるよ

うにするとともに、司会を決め、一人一人が考えを伝えられるようにする。 

・発表ノートを活用して話合った内容を全体で共有できるようにする。 

 

７ 指導計画（本時は ４/１２ ）   

時 〇主な活動内容 ◎指導上の留意点 □評価 ・手立て 

１ 〇４年生後半の学習の見通しをもち、P11 の

題名やリード文から物語を想像する。 

○「ごんぎつね」についての初発の感想をま

とめる。 

〇ごんがどんなきつねかを話合う。 

 

◎P4～8 や、P11 の「これまでの学習」を基

に既習事項を振り返らせ、本単元の学習に

いかす意欲をもたせるとともに、題名やリ

ード文からどんな物語かを想像し、話合わ

せる。 

◎P161「人物を表す言葉」などを参考に、ご

んを表す言葉を考えさせる。 

 

思既習事項をいかして読み、登場人物の気持

ちを捉えている。（記述・発言） 

主単元目標を理解し、進んで「ごんぎつね」

を読んで、学習計画を立てようとしてい

る。（観察・発言） 

・手立て①②③ 

２ 〇学習課題を設定し、学習計画を確認する。 

 

３ 〇「１」の場面で、ごんが兵十にしたことと、

そのときのごんや兵十の気持ちをまとめ

る。 

「ごんはどんな気持ちで兵十にいたずらをし

たのか考えよう。」 

＜第 3 時～７時＞ 

◎友達の発表を聞いて、新たに気づいたこと

や考えを改めたことなどについて、まとめ

るようにする。 

◎情景描写などの表現について気付かせる。 

◎場面ごとのごんや兵十の気持ちを想像す

る時は、気持ちを表す言葉のヒントカード

なども参考にさせる。 

＜第８時＞ 

◎第 3 時～第 7 時でまとめた場面ごとの気

持ちなどを参考にして変化に気付かせる。 

＜第９時＞  

◎P31 下段 3「テーマの例」やこれまでのノ

ートなどを参考にして、まとめさせる。 

 

知 P162 の「気持ちを表す言葉」や辞書など

を使って、登場人物の気持ちを表す語句を

知り、文脈に合わせて使っている。（記述） 

思場面と場面を結び付けたり比べたりして、

登場人物の気持ちの変化を読み取ってい

る。              （記述） 

 

４
（
本
時
） 

〇「１」の場面で兵十にしたことを踏まえ、

「２」の場面について、ごんの気持ちの変化

をまとめる。 

「兵十のおっかあが死んだと分かった時、ご

んはどんな気持ちだったのか考えよう。」 

５ 〇「３」の場面について、ごんが兵十にしたこ

とと、そのときのごんの気持ちをまとめる。 

「くりや松たけを持って行った時、ごんはど

んな気持ちだったのか考えよう。」 

６ 〇「４」と「５」の場面について、ごんの行動

や気持ちの変化をまとめる。 

「神様のしわざと言われた時、ごんはどんな

気持ちだったのか考えよう。」 



７ 〇「６」の場面について、最後のごんの気持ち

をまとめる。 

「最後の場面で、ごんはどんな気持ちだった

のか考えよう。」 

思情景描写や会話等の表現や叙述を基にし

て、登場人物の気持ちを想像している。 

（記述） 

思読んで理解したことに基づいて、感想をも

っている。（記述・発言） 

主自分なりの問いをもって文章を読んだり、

友達の発表を聞いたりして、より豊かに登

場人物の気持ちを想像しようとしている。 

（記述） 

・手立て①②③ 

８ 〇ごんと兵十の気持ちの変化について考えた

ことをまとめ、話合う。 

９ 〇詳しく読んで分かったことなどを基に、物

語や登場人物についての考えをまとめる。 

０ １ 〇テーマを決めて話合い、自分の考えを深め

る。 

〈テーマの例〉 

・「ごん」や「兵十」はどんな人物か。 

・「ごん」のつぐないの気持ちは、「兵十」にと

どいたのだろうか。 

・物語の結末についてどう思うか。 など 

 

＜第 10 時＞ 

◎前時までの児童の記述やテーマごとに、３

～４人程度のグループを作っておく。 

＜第 11・12 時＞ 

◎P32「たいせつ」を押さえたうえで、ポッ

プに取り組ませる。 

 

思友達の感想や考えを聞き、考え方に違いが

あることに気づいている。（記述・発言） 

主情景描写に着目したり、複数の叙述を結び

付けたりして読もうとしている。（観察） 

・手立て①③ 

１ 
 

２ 

１ 
 

１ 

〇「ごんぎつね」を紹介するポップを作成す

る。友達と紹介し合い、感想を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時の学習（４/１２） 

（１） 目標 

・「２」の場面を読み、ごんの行動について叙述を基に捉え、そのときのごんの気持ちを想像すること

ができる。 

（思考力・判断力・表現力） 

（２）展開 

 
〇：学習活動 

T：教師の問い 

C：予想される児童の反応 

◎：指導上の留意点 

□：評価 ・手立て 

導
入 

〇前時の学習を振

り返り、本時のめ

あてを確認する。 

 

 

 

 ◎前時のごん日記から、前
時のいたずらについて振
り返る。 

展
開 

〇「２」の場面を音

読する。 

 

 

 

 

〇後悔するごんの

気持ちを読み取

る。 

○問いに対する自

分の考えをノー

トに書き、友達と

考えを交流し合

う。 

①個人 

②グループ 

③全体 

 

 

 

 

 

 

 

T:兵十のおっかあが死んだと分かった後

のごんの気持ちに注目して音読しまし

ょう。 

 

 

 

T:兵十のおっかあが死んだと分かった

後、ごんはどんな気持ちだったでしょ

う。 

 

Ｃ:20 ページ 8 行目で「そのまま、おっか

あは、死んじゃったにちがいない。」と

考えていて、自分のいたずらがなけれ

ば、おっかあや兵十がつらい思いをし

なかっただろうと、罪悪感がある。 

C:20 ページ 7 行目で「兵十は、おっかあ

にうなぎを食べさせることができな

かった。」と考えていて、いたずらがい

きすぎてしまった。どうしようと頭を

抱えている。 

C:20 ページの 1 行目に、「いつもは、赤い

さつまいもみたいな元気のいい顔が、

今日はなんだかしおれていました」と

あって、兵十を悲しませてしまって後

悔している。 

 

◎音読が終わった児童に

は、重ねて「１」の場面か

ら文章を読ませ、場面のつ

ながりを意識できるよう

にする。 

 

◎サイドライン（事前学習）

を基にすることで、叙述に

基づいて考えられるよう

にする。 

◎考えを交流する際には、

グループの共通点を話合

うようにさせる。 

◎グループで話合った共通

点を、発表ノートを用いて

全体に共有させる。 

 

思登場人物の気持ちの変化

や性格、情景について、場

面の移り変わりと結び付

けて具体的に想像してい

る。 

（ノート・発言） 

・手立て①②③ 

 

兵十のおっかあが死んだと分かった後、ごんはどんな気持ちだったのか考えよう。 



Ｃ:22 ページ４行目で、ごんがうなぎのつ

ぐないをしていたから、これからつぐ

ないをしていこうと思っている。 

Ｃ:20 ページ 3 行目で、「おれと同じ、ひ

とりぼっちの兵十か。」とあるから、兵

十をひとりぼっちにさせてしまった。

兵十に何かおわびをしてあげなけれ

ばなと思っている。 

 

ま
と
め 

〇本時の学習を振

り返り、次時の見

通しをもつ。 

 

Ｔ: ごん日記を書きましょう。 
 
Ｃ:いたずらばかりしていたけれど、しな
ければよかった。おっかあにも兵十に
もつらい思いをさせてすごく後悔して
いる。これからつぐなっていこう。 

Ｃ:兵十のおっかあはうなぎを食べたかっ
ただろうに、自分のせいでそれができ
なくなってしまった。いたずらをして
ごめんなさい。 

◎「１」の場面のごん日記と
比べて、ごんの気持ちの
変化を確認する。 

 

・手立て② 

 

 

 

 

９ 板書計画  
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 気持ちを表す言葉 ヒントカード 
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